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第１８回 議会改革調査特別委員会 会議録 

 

日 時  令和７年１１月１９日（水曜日） 午前１０時 ～ 午前１１時３５分 

場 所  臼杵庁舎議会棟 議会応接室 

 

出席委員の氏名 

委員長 伊藤  淳    副委員長 梅田 德男 

委 員 川辺  隆    委 員 芝田 英範    委 員 安東 鉄男 

委 員 甲斐  尊    委 員 平川 幸司 

 

欠席委員の氏名 

（ な し ）  

 

オブザーバー 

（ な し ）

 

説明のため出席した者の職氏名 

（ な し ） 

 

出席した事務局職員の職氏名 

  局長 林 昌英  次長 小嶋佳希  書記 原 伸行  副主幹 工藤真里子 

 

傍聴者 

 （ な し ） 

 

協議事項 

１．議場コンサートについて 

２．議場体験会（仮称）について 

３．議員間討議会について 

４．市民アンケート結果の検証について 

５．その他

 

午前１０時 開議 
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協議事項 

１．議場コンサートについて 

◎事務局（原 伸行） 

（ 配付資料に基づき説明 ） 

〇委員（意見） 

・観客席の案内順はどのように予定しているのか。 

 ⇒（事務局） 

  ・議場内の議員席（１８席）、傍聴席（４０席）の順に計５８席を案内することを想定

している。その人数を超えて来場があった場合の対応は、議場内の特設席等に案内す

る、又は、ほかの会議室にモニターを設置するのかの選択肢があるが、可能な限り、

議場内で観覧できればと考えている。 

⇒（委員） 

・観客をできる限り議場内に案内したい気持ちはわかるが、あらかじめ議場に案内で

きる人数は定め、それを超えた人は、ほかの会議室にモニターを設置して、視聴い

ただくようしたほうが、危険や混乱がなく実施できるのではないか。 

・前回の議場コンサートでも座席が余っていたので、座席が不足するような事態の想

定は不要だと思う。 

・議場内に議員用の特設席を準備するとのことなので、観客が多い場合は、議員が立

ち見又は別の会議室でモニター視聴し、その席を観客に譲ればよいのでは。 

【協議結果】  ・議場内の運営等については、事務局案のとおり決定。 

・議場コンサートの議員役割は、事務局提案のとおり、決定（議会改革調

査特別委員会委員及び議長、進行係（匹田久美子議員）。） 

        ・観客席については、先着順で以下の通りとする。 

         基本的な観客席は、５８席（１～１８ 議場内議員席 、１８～５８ 

傍聴席）。観客が多かった場合、別の会議室にモニターを設置し、状況

に応じ、別の会議室への案内又は、議場内の議員用の特設席に案内する

こととする。 

 

２．議会体験会（仮称）について 

◎事務局（原 伸行） 

（ 配付資料に基づき説明 ） 

〇委員（意見） 

・委員会ごとでの対応を予定しているのか、現状の考えを教えてほしい。 

 ⇒（事務局） 

  ・出席議員が決まっていないので、今後決めていくこととなるが、内容の中で、『議員

に聞いてみよう』は、小グループに分かれての対応となるので、常任委員会の正副委
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員長はそこで質疑応答をお願いできればと考えている。 

・以前、臼杵高校との意見交換を行った際の経験などから、現在のタイムスケジュールは相

当厳しいと感じる。また、その際、自由な意見交換の時間があり、高校生の様々な意見に

触れることができ、非常に有意義だったので、その点も考慮して、少し打ち解けた話がで

きるような場をとなるよう検討してほしい。 

〇委員長（伊藤 淳） 

 今回は大まかな内容を確認いただき、今後、学校との打ち合わせ等もあるため、詳細は次

回決定していきたい。日程については、決定しているので、委員の参加については、確認し

たい。（挙手にて確認） 

参加可能な委員 １２月１７日（水） 伊藤委員長、梅田副委員長、平川委員、甲斐委員、 

                  芝田委員、川辺委員 

１２月１８日（木） 伊藤委員長、梅田副委員長。平川委員、甲斐委員、 

          安東委員、芝田委員 

【協議結果】  ・取り組みの名称は、「議会体験会」で決定。 

・内容については、事務局提案の通りとするが、今後、学校と協議し決定

することとする。また、実施時間については、少し余裕ができるよう、

再度、学校側と協議すること。 

 

３．議員間討議会について 

◎事務局（原 伸行） 

（ 配付資料に基づき説明 ） 

〇委員長（伊藤 淳） 

議員間討議会については、流れの案を作り検証してみることと、一つのテーマとして「食

文化」を選び、実際に検討することを、２つの内容について検討してきた。前回に引き続き、

１２月定例会中にも、食文化について、常任委員会単位の小グループでの検討を行いたい。

また、常任委員会ごとの取り組みの情報共有についても、引き続き行いたいと考えている。 

〇委員（意見） 

・前回も様々な意見が出てよかったと感じている。常任委員会単位の小グループでは、各副

委員長を中心に据え取り組むとよいのではと感じている。 

 ⇒〇委員長（伊藤 淳） 

  ・各常任委員会の進行については、それぞれにお任せしたい。 

【協議結果】  ・１２月定例会中に開会日と閉会日に、以下の通り実施する。 

開会日）常任委員会（各部会）での今後の取り組みについて、情報共有 

閉会日）議員全員で一つのテーマ『食文化』について議論する取り組み 
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４．市民アンケート結果の検証について 

◎事務局（原 伸行） 

（ 配付資料に基づき説明 ） 

〇委員長（伊藤 淳） 

委員会として、意見をまとめた上で、１８人全議員の意見聴取を行いたと思う。まず、正

副委員長と事務局で、内容を取りまとめたたき台を作り、委員会で検討する形としたい。 

【協議結果】  ・委員長提案のとおり進めていくよう決定。 

 

５．その他 

・ケーブルテレビ生中継の視聴状況について 

◎事務局（原 伸行） 

（ 配付資料に基づき説明 ） 

・次回、開催日について 

〇委員長（伊藤 淳） 

次回開催日は、１２月１２日（金）の常任委員会終了後、午後１時から実施したい。 

 

午前１１時３５分 閉会 

 

 

 

臼杵市議会委員会条例第３０条第１項の規定を準用し、ここに記録を作成する。 

 

令和７年１１月１９日 

 

議会改革調査特別委員会 

委員長 伊 藤  淳 


